
一
一

法
人
部

第
朽
回
国
際
交
流
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式

1
打
釧
Π

同
志
社
岡
際
土
義
教
育
喬
<
会
か
国
際
一
荒

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
環
と
し
て
、
国
雙
X
流
に
関

す
る
エ
ヅ
セ
イ
を
法
人
内
蚤
穫
の
学
生
・
生

徒
か
ら
募
り
、
国
際
交
流
や
倒
際
問
題
に
開
す

る
脊
え
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
'
諾
し
て
い

る
。
第
而
回
同
と
な
る
2
0
1
0
圷
度
は
、
Π

本
話
捌
円
N
占
二
大
学
生
の
剤
8
点
、
一
寝
上

の
荊
4
点
中
学
生
の
剖
2
占
じ
、
一
講
部
門

^
↑
^
^
^
^
f
^
^
Ⅷ
2
レ
^
"
」
●
田
,
父
E
^
制
^
^
^

巾
学
生
の
部
Ⅱ
点
)
の
作
品
応
募
が
あ
っ
た

符
査
.
委
員
会
の
厳
止
な
審
査
に
ょ
り
一
省
者
を

決
定
し
、
大
学
ク
ラ
ー
ク
記
A
館
ク
ラ
ー
ク

チ
ャ
ヘ
ル
に
お
い
て
表
彰
式
を
行
っ
た
日
本

語
部
内
、
器
川
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
佳
作
の
受
{
暑
に
対
し
て
、
大
<
各

総
長
力
ら
雰
彰
状
と
剣
員
を
授
与
し
た

同
志
社
創
立
1
3
5
周
年
記
念
「
東
京
新
島

講
座
一

2
打
口
日

来
示
神
田
に
あ
る
学
士
会
館
に
お
い
て
、
詞

志
礼
創
立
1
3
5
恬
年
乢
念
束
京
刃
島
講
座
を

開
催
し
た
講
帥
第
1
割
で
は
、
村
田
晃
劇
大

学
法
一
系
教
授
が
「
Π
米
中
関
係
の
展
望
」
と

恕
し
、
講
漢
卵
2
部
で
は
、
渡
辺
好
章
生
命
医

科
学
部
教
授
が
「
創
造
と
プ
ロ
デ
ユ
ー
ス
S
プ

ロ
デ
ユ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
視
点
か
ら
S
」

と
題
し
た
需
演
を
行
っ
た
。
同
志
社
ガ
ー
3
5

年
の
歴
史
を
か
け
て
手
掛
け
、
さ
ら
に
今
ル
佼
も

大
切
に
培
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
人

物
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
同
志
社
創
立

1
3
5
周
年
記
念
行
事
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ

わ
し
い
需
演
会
と
な
っ
た
。

2
0
1
0
年
度
同
志
社
総
長
賞
表
彰
式

3
"
部
日

同
志
註
M
長
貸
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
お
よ
び

文
化
活
動
の
岡
際
大
会
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
等

ノ
ノ

ノ

一
ル

に
お
い
て
入
賞
を
巣
た
し
た
優
秀
な
γ
生
、
生

徒
、
児
屯
園
児
に
対
し
て
、
総
長
か
こ
れ
を

顕
彰
す
る
こ
と
を
口
的
と
し
て
2
0
0
3
圷
度

力
ら
設
け
た

2
0
1
0
年
度
は
、
大
学
長
か
ら
の
推
薦
で

個
人
5
人
と
1
団
体
(
4
人
)
の
一
簀
者
を
決

定
し
、
表
彰
式
を
大
学
神
学
館
礼
拝
堂
で
行
っ

た
。
大
<
各
総
長
の
式
辞
、
野
本
真
也
理
事
長

の
祝
辞
の
後
、
大
<
嘉
長
か
ら
受
賞
者
に
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
と
副
賞
を
授
与
し
た

同
志
社
国
際
学
院
良
心
碑
除
幕
式

3
月
器
目

同
志
礼
国
際
〕
誘
開
校
式
終
f
後
校
内
見

学
に
引
き
続
き
正
門
前
に
お
い
て
、
同
志
社

国
際
学
院
良
心
碑
除
幕
式
を
執
り
行
っ
た
。
開

校
式
に
出
席
し
た
多
く
の
方
々
に
見
守
ら
れ
る

な
か
、
大
谷
實
総
長
の
挨
拶
に
続
き
、
大
谷
實

総
長
、
野
本
真
也
理
事
長
八
田
英
二
大
学
長

大
迫
弘
和
国
際
小
雨
初
等
部
・
国
際
部
校
長
に

よ
る
除
幕
を
行
つ
た
。

2
0
1
0
年
度
退
社
式

3
月
田
日

大
学
神
学
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
退
社
式
を
挙

行
し
た
 
2
0
1
0
年
度
退
職
者
訂
人
の
う
ち
、

舒
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
前
奏
に
始
ま
り
、
護

美
歌
斉
唱
中
村
信
博
女
子
大
学
宗
教
部
長
の

即
書
馴
Ⅲ
な
ら
ぴ
に
祈
祷
に
続
き
、
大
谷
質
総
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長
野
本
真
也
理
亊
長
か
ら
尿
謝
の
こ
と
ぱ

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
長
年
本
法
人
の
教
育
研

究
充
実
の
た
め
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
功

労
に
対
し
、
本
法
人
を
代
表
し
て
、
野
本
理
事

長
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
た
。
尿
後
に
、
野
本

理
事
長
の
祝
祷
で
退
社
式
を
終
了
し
た

第
6
回
同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会

3
月
討
口

新
入
社
員
を
対
象
に
、
同
志
社
の
建
学
の
精

神
、
同
志
社
の
歴
史
同
士
鞍
の
キ
リ
ス
ト
教

主
義
等
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
大
谷
寅
総
長
と
本
井
康
博
大
学

神
学
部
教
授
を
講
師
と
し
、
大
学
筵
梅
館
で
同

志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会
を
開
催
し
た
。

大
<
嘉
長
は
「
同
志
社
の
教
学
理
念
と
教
学
体

制
」
、
本
井
大
学
神
学
部
教
授
は
、
「
志
を
継
ぐ

同
志
社
を
同
志
社
と
す
る
た
め
に
1
」
を
演

題
に
講
演
し
た
新
入
社
員
は
も
と
よ
り
、
出

席
者
は
改
め
て
同
志
社
の
建
学
の
精
神
等
に
想

い
を
馳
せ
、
有
意
義
な
時
問
を
過
こ
し
た

2
0
1
1
年
度
入
社
式

4
月
3
日

大
学
神
学
館
礼
烹
土
に
お
い
て
入
社
式
を
挙

行
し
た
。
本
年
度
の
採
用
は
、
大
学
教
員
聞
人
、

女
子
大
学
教
員
N
人
、
中
学
校
・
一
局
等
学
校
教

員
3
人
、
香
里
中
学
校
・
一
鼎
学
校
教
員
2
人

女
子
中
学
校
・
一
局
等
学
校
教
員
1
人
、
国
際
中

学
校
・
一
局
等
学
校
教
員
1
人
、
小
学
校
教
員
1

人
、
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
部
教
員
n
人

大
学
職
員
B
人
の
計
1
1
2
人
で
あ
る
大
谷

賓
総
長
と
野
本
真
也
理
事
長
が
歓
迎
の
こ
と
は

を
述
べ
、
野
本
理
事
長
が
一
人
ひ
と
り
に
辞
令

を
手
渡
し
た
。

立
石
フ
ァ
ン
ド
寄
付
金
贈
呈
式
 
5
月
飴
日

立
石
信
雄
氏
(
オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
相
談
役
、

学
校
法
人
同
志
社
理
事
)
か
ら
同
志
社
各
中
学

校
・
一
局
等
学
校
の
英
語
力
強
化
の
た
め
に
多
額

の
こ
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
有
終
館
に
お
い

て
立
石
フ
ァ
ン
ド
寄
付
金
贈
呈
式
を
執
り
行
っ

た
。
立
石
氏
か
ら
、
同
志
社
で
の
英
語
教
育
が

こ
自
身
の
国
際
経
験
の
礎
に
な
っ
た
と
の
話
が

あ
り
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
に
寄

付
金
を
有
効
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
の
挨
拶

の
の
ち
、
目
録
贈
呈
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、

大
谷
寅
総
長
か
ら
厚
い
感
謝
の
も
と
感
謝
状
と

黒
品
が
贈
呈
さ
れ
、
理
事
長
各
中
学
校

高
等
学
校
長
か
ら
謝
辞
が
あ
っ
た
。
こ
の
寄
付

金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
各
中
学
校
・
一
局
等
学

校
に
お
け
る
特
色
あ
る
国
際
主
義
教
育
の
展
開
、

英
語
能
力
の
向
上
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る

※
現
在
、
オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
特
別
顧
問

2
0
1
0
年
春
の
叙
勲

大
学
名
誉
教
授
の
吉
川
進
三
氏
が
瑞
宝
中
綬

章
を
受
章
し
、
 
6
月
舒
日
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
討

に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
た

第
4
回
同
志
社
研
修
・
交
流
会
 
6
月
羽
日

建
学
の
精
神
教
育
理
念
を
同
じ
く
す
る
法

人
内
各
学
校
の
教
職
員
の
研
修
と
交
流
を
進
め

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
は
大
学
尋
真
館
に
お
い
て
、

「
同
志
社
の
更
な
る
国
際
化
と
一
貫
教
育
」
と

題
し
た
勝
山
貴
之
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
所

長
の
基
調
講
演
の
後
、
分
科
会
方
式
で
の
研
修

を
行
っ
た
。
研
修
会
に
は
約
2
0
0
人
の
参
加

が
あ
り
、
報
告
の
あ
っ
た
各
学
校
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
交
流
会

で
は
日
頃
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
各
学
校
教
職

員
が
交
流
す
る
意
義
深
い
機
会
と
な
っ
た

大
学

国
際
高
等
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
学
生

3
月
W
e

教
育
の
た
め
の
F
D
-

ク
ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ヘ
ル
に
お
い
て
、
国
際
連

携
推
進
機
構
主
催
の
国
際
高
等
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
国
際
学
生
教
育
の
た
め
の
F
D
」
が
開

催
さ
れ
た
。
学
生
の
国
際
的
流
動
化
を
推
し
進

め
て
い
る
欧
州
か
ら
6
人
、
日
本
国
内
か
ら
2

人
の
高
等
教
育
関
係
者
が
招
か
れ
国
際
学
生

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
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教
育
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
広
く
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

0
0
仂
=
一
仂
=
w
m
で
一
ヨ
乏
Φ
Φ
叉
N
0
二

5
月
釦
日
S
6
月
4
U

仂
で
刃
一
Z
Φ

同
志
社
大
学
を
学
ぴ
、
知
る
、
 
1
週
問
と
し

て
、
両
校
地
で
催
し
を
開
催
。
今
出
川
校
地
で

は
講
演
会
と
キ
ャ
ン
パ
ス
め
ぐ
り
隊
に
ょ
る
新

島
旧
邸
の
案
内
。
一
附
辺
校
地
で
は
応
援
団
に

よ
る
演
舞
、
捗
額
を
実
施
し
た
。
上
催
は
キ
リ

ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー

●
鳥
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
地
発
掘
調
査
に
つ
い

て
の
現
地
説
明
会

6
月
H
e

本
年
]
打
か
ら
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

と
共
同
で
行
っ
て
き
た
鳥
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設

に
伴
う
発
掘
調
査
に
つ
い
て
一
般
向
け
現
地
説

明
会
を
開
催
。
調
査
地
は
、
京
都
五
山
の
一
角

を
占
め
る
名
利
で
あ
る
相
国
寺
旧
境
内
西
辺
に

あ
た
り
、
中
世
相
国
寺
の
建
物
跡
・
施
股
な
ど

が
一
擇
す
る
と
想
定
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
中

世
上
京
に
お
け
る
大
寺
院
の
様
相
を
示
す
成
果

が
報
告
さ
れ
た

同
志
社
フ
エ
ア
ヨ
函
館
 
6
月
口
S
N
e

全
国
の
卒
業
生
と
の
紳
を
よ
り
一
層
深
め
る

た
め
、
同
志
社
大
学
の
原
点
と
も
一
百
え
る
「
新

島
襄
脱
国
の
地
」
、
函
館
で
開
催
。
蛯
日
は
「
全

国
同
志
社
卒
業
生
と
の
渠
い
」
、
 
B
日
は
「
新

島
足
跡
ツ
ア
ー
ー
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
1
」

と
映
画
上
映
、
 
N
日
は
「
碑
前
祭
」
が
催
さ
れ

た
。

「
1
東
日
本
大
災
復
支
援
チ
ヤ
ペ
ル
・

6
月
部
日

コ
ン
サ
ー
ト
』
を
開
催

今
出
川
校
地
の
神
学
館
礼
拝
堂
に
て
、
キ
リ

ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
ょ
り
「
チ
ャ
ペ

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。
恒
例
と
な
っ
て

い
る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
が
、
今
回
は
去
る
3
月
Ⅱ

口
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
ょ
り
被
災
し

た
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
復
興
支
援
を
テ
ー
マ
と

し
、
東
北
学
院
大
学
教
授
で
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

今
井
奈
緒
子
先
生
を
お
招
き
し
て
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た

鳥
丸
キ
ャ
ン
バ
ス
新
棟
建
設
工
事
起
工
式

7
月
1
日

烏
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
新
棟
の
起
工
式
が
行
わ
れ

た
。
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
、
参
加
者
約
舶
人

が
礎
石
に
名
前
を
書
き
、
建
物
の
柱
下
に
埋
め

る
ジ
ユ
ラ
ル
ミ
ン
ケ
ー
ス
に
お
さ
め
た
。7

同
W
e

会
津
若
松
市
長
来
学

2
0
1
3
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重

の
桜
」
の
主
人
公
が
創
立
者
新
島
襄
の
妻

＼ノ

重
に
決
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
八
重
の
出
身
地

で
物
語
の
主
な
綴
台
と
な
る
福
島
県
会
津
若
松

か
ん
け

市
の
菅
家
一
郎
市
長
が
本
学
を
訪
問
さ
れ
た

女
子
大
学

京
田
辺
キ
ャ
ン
バ
ス

ウ
ィ
ン
ク
ル
ム

中
庭
愛
称
「
く
ヨ
6
仁
E
ヨ
の
庭
一
に
決
定

2
0
1
0
年
3
月
に
整
備
が
完
了
し
た
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
庭
の
愛
称
を
、
在
学
生
を

対
象
に
公
募
。
応
募
総
数
船
通
の
中
か
ら
、
審

査
の
結
果
生
活
科
学
部
人
間
生
活
学
科
・
嶋

崎
智
美
さ
ん
の
「
ぐ
ヨ
E
=
ヨ
(
ウ
ィ
ン
ク
ル

ム
)
」
の
庭
が
選
ぱ
れ
た
ぐ
ヨ
合
一
=
ヨ
と
は
ラ

テ
ン
語
で
「
紳
」
を
意
味
し
、
新
約
聖
書
「
コ

ロ
サ
イ
人
へ
の
手
紙
第
3
章
N
節
」
に
も
出
て

く
る
言
葉
で
あ
る
「
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
中
庭
が
、
大
切
な
学
友
と
の
紳
を
育
み
、
大

学
生
活
を
詣
歌
す
る
人
で
満
ち
溢
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
の
想
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
。
 
2

月
4
日
に
は
、
学
長
室
に
て
表
彰
式
が
執
り
行

わ
れ
た

表
尿
文
化
学
部
公
開
講
演
会
 
6
月
B
e

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ

ヤ
ヘ
ル
に
て
、
作
家
で
あ
り
日
本
文
学
者
で
も

あ
る
り
ー
ビ
英
雄
氏
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を

開
催
「
日
本
語
の
旅
一
西
洋
出
身
者
と
し
て

初
め
て
の
日
本
文
学
作
家
が
、
万
葉
集
か
ら
現

代
ま
で
日
本
語
の
表
現
の
可
能
性
を
語
る
」
と

題
さ
れ
た
講
演
で
は
、
日
本
文
学
の
研
究
者
と

106



し
て
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
が
日
本
に
定
住
し
、

日
本
語
で
小
説
を
書
く
こ
と
を
決
心
さ
れ
た
経

紳
な
ど
、
興
味
深
い
お
話
を
日
本
語
で
こ
細
介

い
た
だ
い
た
来
場
者
は
3
5
0
人
を
超
え
、

講
剪
仮
も
熱
心
に
り
ー
ビ
氏
に
質
問
を
さ
れ
る

姿
が
見
ら
れ
た

同
志
社
女
子
大
学
の
集
い

オ
ー
ク
ラ
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
浜
松

6
月
Ⅱ
日

横
浜
べ
イ
シ
エ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
&
タ
ワ
ー
ズ

6
月
捻
口

リ
ー
ガ
ホ
テ
ル
ゼ
ス
ト
一
局
舩
 
7
月
9
日

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
福
岡

7
月
川
日

「
同
志
社
女
子
大
学
の
集
い
2
0
1
1
」
を

浜
松
、
横
浜
、
高
松
福
岡
の
4
会
場
に
お
い

て
開
催
 
2
0
0
2
年
「
地
区
別
懇
談
会
」
と

称
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
行
事
は
、
卒
業
生
と
在

学
生
の
こ
父
厩
の
皆
様
に
、
本
学
の
近
況
を
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
、
講
演
会
や
懇
親
会
を
通

し
て
参
加
昔
同
士
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
に
、
同
志
社
女
子
大
学
同
窓
会
ぐ
ヨ
0
の
会

栄
光
会
璽
乎
生
父
母
会
)
の
恊
賛
に
ょ
り
開

催
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
会
場
も
加
賀
学
長
の

挨
拶
、
大
学
の
近
況
様
告
に
引
き
続
い
て
、
影

山
貰
彦
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
教
授
よ
り
「
大
学

で
メ
デ
ィ
ア
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
懇
親
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
'
卒
業
生
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、

大
学
時
代
の
思
い
出
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
そ
の
他
、
在
学
生
の
こ
父
母
を
対
象
と
し

た
就
職
説
明
会
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

1
職
員
に
ょ
る
個
別
相
談
を
行
っ
た

中
高

0
0
仂
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
7

入
学
式

中
学

4
月
5
日

高
校

4
月
6
日

新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
中
学
・
高
校
(
別
日
開

催
)
揃
っ
て
の
初
め
て
の
入
学
式
を
執
り
行
っ

た
。
中
学
校
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
新
キ
ャ

ン
パ
ス
ー
期
生
を
迎
え
た
。

中
学
3
年
生
 
H
R
委
員
研
修
会

4
月
巧
・
玲
日

ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
、
 
3
年

生
各
ク
ラ
ス
H
R
委
員
と
生
徒
会
執
行
委
員
会

が
参
加
し
、
 
1
年
問
の
活
動
方
針
等
を
恊
議
し

た
。

4
月
即
日

中
学
2
・
3
年
生
遠
足

新
し
い
ク
ラ
ス
で
の
初
め
て
の
行
事
飯
こ

う
炊
さ
ん
を
行
い
、
交
流
を
深
め
た

中
学
1
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
プ

4
月
即
S
器
日

滋
賀
県
の
休
暇
村
で
開
催
さ
れ
た
。
新
入
生

に
と
っ
て
、
新
島
襄
・
同
志
社
に
つ
い
て
深
く

学
ぴ
、
ま
た
友
だ
ち
を
作
る
良
い
ひ
と
時
と
な

つ
た

4
月
部
日

高
校
遠
足

各
ク
ラ
ス
で
計
画
し
た
場
所
で
、
飯
こ
う
炊

さ
ん
・
 
B
B
Q
を
楽
し
み
、
ク
ラ
ス
内
の
親
睦

を
深
め
た
。

5
月
松
日

●
中
学
生
徒
大
会

新
校
舎
で
の
初
め
て
の
生
徒
大
会
が
グ
レ
ー

ス
チ
ャ
ヘ
ル
で
行
わ
れ
た
工
夫
さ
れ
た
進
行

で
今
年
の
生
徒
会
活
動
方
針
に
つ
い
て
活
発
な

討
論
が
行
わ
れ
た

●
中
学
演
鑑

6
月
3
日

劇
団
風
の
子
に
ょ
る
「
十
二
の
月
の
物
語
」

を
雄
飛
館
(
体
育
館
)
で
鑑
賞
し
、
自
然
と
人

間
の
共
生
を
物
語
る
幻
想
的
な
舞
台
を
楽
し
ん

だ

、

高
校
球
技
大
会

6
月
6
日

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

6
月
B
e

中
学
公
開
授
業
研
究
会

新
校
舎
で
始
ま
っ
た
「
教
科
教
室
セ
ン
タ
ー

方
式
」
や
「
電
子
黒
板
」
で
の
授
業
を
広
く
紹

介
す
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。
全
体
会
議
で
は



参
加
し
た
他
校
か
ら
の
教
職
員
、
研
究
者
、
本

校
教
職
員
に
ょ
る
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た

6
月
蛤
日

●
中
学
球
技
大
会

叉

新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
初
め
て
の
球
技
大
会

ノ

今
年
度
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
加
え
、
フ
ッ
ト
サ

ル
の
試
合
も
行
っ
た
後
半
は
雨
と
な
っ
た
が
、

み
ん
な
精
一
杯
、
楽
し
ん
だ

高
校
2
・
3
年
生
演
劇
団
体
鑑
賞6

月
Π
Π

7
 
N
 
・
妬
日

「
へ
レ
ン
ケ
ラ
ー
」
を
鑑
賞
し
た

高
校
1
年
生
ク
ラ
ス
合
宿

全
8
ク
ラ
ス
が
]
泊
の
研
修
に
臨
ん
だ
。
ク

ラ
ス
内
の
親
睦
を
よ
り
深
め
、
秋
の
岩
倉
祭
に

向
け
て
の
計
画
を
固
め
た

中
学
1
年
生
由
良
キ
ャ
ン
プ7

月
詑
S
釦
日

全
体
を
4
期
に
分
け
、
各
期
2
ク
ラ
ス
ず
つ

が
参
加
し
た
。
宮
津
市
由
良
の
本
校
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
で
2
泊
3
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
だ

日
本
海
で
の
遊
泳
、
各
班
こ
と
の
ス
タ
ン
ツ
な

ど
で
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
友
情
を
よ
り
深
め

ナ

を
4
期
問
に
分
け
、
 
2
ク
ラ
ス
ず
つ
で
行
っ
た

登
山
・
下
山
寸
6
時
間
か
か
る
本
格
的
な
登
山

で
、
仏
州
の
雛
大
そ
し
て
繊
細
な
自
然
を
楽
し

ん
だ高

校
ウ
エ
ス
リ
ー
交
換
留
学

7
月
詑
日
S
8
月
7
日

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ウ
エ
ス

リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
の
交
換
留
学
を
行
っ
た
異

文
化
の
中
で
の
生
活
を
通
し
、
自
ら
を
大
き
く

成
長
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
。

中
学
2
年
生
唐
松
岳
登
山
キ
ャ
ン
プ

7
月
器
日
S
8
月
3
日

長
野
県
北
ア
ル
プ
ス
唐
松
岳
登
山
キ
ャ
ン
プ

女
子
中
高

3
学
期
の
特
別
礼
拝

新
年
礼
拝

]
月
7
日

1
月
即
日

創
立
者
、
畿
尋
礼
拝

創
立
者
生
聨
北
念
礼
汗

2
月
巧
日

高
校
・
2
月
N
e
/
中
学

3
月
玲
日

終
業
式
礼
拝

卒
業
式

2
月
怜
日

高
校
卒
業
式
(
2
6
2
人
)

3
月
Π
日

中
学
卒
業
式
(
2
4
7
人
)

修
学
旅
行

高
校
2
年
生
は
、
今
年
度
か
ら
2
月
実
施
と

な
つ
た
。
 
2
月
3
e
S
6
日
の
3
泊
4
日
の
日

程
で
、
行
き
先
地
は
沖
縄
 
1
日
目
、
到
着
後

に
首
里
城
・
嘉
手
納
を
訪
ね
た
 
2
日
目
は
糸

満
市
で
、
講
師
の
先
生
か
ら
平
和
講
話
を
聞
く

そ
の
後
平
和
祈
念
公
園
・
資
料
館
・
糸
数
壕
・

ひ
め
ゆ
り
の
塔
な
ど
を
見
学
 
3
日
目
は
、
美

ら
海
水
族
館
見
学
の
後
、
サ
ト
ゥ
キ
ビ
収
穫

黒
糖
作
り
、
琉
球
鯉
踊
体
験
な
ど
を
ク
ラ
ス

班
別
で
体
験
し
た
。
 
4
日
目
は
那
覇
国
際
通
り

で
班
別
自
由
行
動
の
後
、
関
空
へ
。

中
学
2
年
生
は
、
 
3
月
玲
日
S
加
日
の
2
泊

3
日
の
日
程
で
実
施
。
行
き
先
地
は
九
州
・
長

崎
方
面
。
 
1
日
目
は
平
和
公
園
、
原
爆
資
料
館

を
見
学
し
た
後
、
被
爆
体
験
者
の
方
の
講
話
を

聞
い
た
。
 
2
日
目
は
長
岫
市
内
を
班
別
で
自
主

行
動
。
そ
の
後
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
ヘ
。
こ
こ

も
班
別
自
主
行
動
で
見
学
し
た
。
 
3
日
目
は
嬉

野
陶
彩
館
で
手
ぴ
ね
り
体
験
。
昼
食
後
博
多

駅
へ
。
京
都
へ
向
か
っ
た

ス
キ
ー
学
舎

東
日
本
大
震
災
の
た
め
中
止

本
来
な
ら
ぱ
、
 
3
月
W
e
S
詑
日
、
北
志
賀
・

竜
王
ス
キ
ー
場
で
高
校
1
年
生
の
希
望
者
を
対

象
に
ス
キ
ー
講
習
会
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。

3
月
部
日

新
入
生
を
迎
え
る
日

宗
教
教
育
や
授
業
行
事
、
ク
ラ
ブ
活
動
等

に
つ
い
て
の
説
明
を
実
施
ま
た
、
聖
書
・
讃



美
歌
・
「
新
入
生
の
し
お
り
」
等
を
配
布
し
、

入
学
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
写
真
撮
影
な
ど
を
行

つ
た
。

国
際
交
流
ヌ
エ
ー
バ
校
と
の
交
流

3
月
加
S
認
日

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヌ
エ
ー
バ
校
へ
の
生

徒
派
遣
に
、
本
校
か
ら
は
多
数
の
応
募
者
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
5
人
が
、
他
の
同
志
社
3
中
学

生
徒
と
と
も
に
参
加
し
た
。

5
月
の
ヌ
エ
ー
バ
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
来

Π
と
、
同
志
社
4
中
学
校
へ
の
来
校
は
、
ヌ
エ

ー
バ
校
の
都
合
に
ょ
り
中
止
と
な
っ
た
。4

月
7
日

入
学
式

中
学
新
入
生
2
5
4
人

高
校
新
入
生
2
7
0
人
(
内
、
外
部
生
N
人
)

5
月
松
日

遠
足

中
学
2
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
が
、
学
年
こ

と
に
バ
ス
遠
足
を
実
施
一
今
年
度
初
の
ク
ラ
ス

親
睦
の
一
日
を
、
互
い
に
奄
蔓
に
過
こ
し
た

●
中
学
1
年
生
修
会

5
月
6
S
8
日

兵
儕
ポ
篠
山
市
の
ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま
に

て
、
今
年
も
「
同
志
社
で
学
ぶ
1
自
分
を
見
つ

め
、
友
達
を
理
解
し
て
隣
人
に
な
ろ
う
1
」
を

主
題
に
修
養
会
を
行
っ
た
。
礼
拝
と
団
体
生
活

を
通
し
て
同
士
粒
教
育
の
根
幹
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
主
義
の
教
育
に
つ
い
て
学
ぴ
、
ま
た
友
人

や
先
生
と
の
交
流
を
通
し
て
本
校
で
学
ぶ
意
義

を
考
え
た
。

球
技
大
会

高
校
生
は
5
月
Ⅱ
日
、
雨
天
プ
ロ
グ
ラ
ム
でバ

実
施
中
学
生
は
6
月
器
日
に
実
施
し
た

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
、
、
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
に
終
日
、
大
き
な

゛
、ノ

ノ歓
声
が
こ
だ
ま
し
た
ク
ラ
ス
の
緋
が
い
っ
そ

う
深
ま
っ
た
一
日
で
あ
っ
た
。

6
月
部
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

小
学
生
、
中
学
生
と
そ
の
こ
家
族
を
対
象
に

実
施
。
午
前
の
部
、
午
後
の
部
に
分
か
れ

礼

拝
の
あ
と
授
業
体
験
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

ま
た
並
行
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
お
よ
ぴ
校
内

の
諸
施
設
見
学
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

6
月
器
日

●
芸
術
鑑
賞

京
都
会
館
第
一
ホ
ー
ル
に
て
、
劇
団
芸
優
座

に
ょ
る
演
劇
「
0
.
ヘ
ン
リ
ー
物
語
号
一
鼻

-
g
ご
を
中
高
合
同
で
同
時
鑑
賞
し
た

1
学
期
の
特
別
礼
拝

女
子
部
創
立
記
念
礼
拝

4
月
討
日

5
月
玲
日

母
の
日
礼
拝

春
季
宗
教
教
育
強
調
週
問
特
別
礼
拝

6
月
6
S
円
日

6
月
Π
日

花
の
日
礼
拝

な
お
、
同
日
午
後
か
ら
、
高
校
1
年
生
は
施

国
際
中
高

卒
業
式

3
月
Ⅱ
日

高
校

3
月
玲
日

中
学

中
2
 
・
高
2
研
修
旅
行
 
3
月
N
S
Π
日

中
学
2
年
生
は
長
崎
、
一
局
校
2
年
生
は
沖
縄

を
、
 
3
泊
4
日
の
日
程
で
訪
問
。
現
地
で
平
和

学
習
を
行
っ
た
。

3
月
玲
日
S

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
大
韓
民
国

そ
れ
ぞ
れ
を
訪
問
す
る
、
海
外
短
期
留
学
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
一
斉
に
実
施
さ
れ
多
数
の
生
徒
が

海
外
で
の
学
校
生
活
を
体
験
し
た
。

入
寮
宣
式

4
月
6
日

両
親
が
海
外
に
在
住
し
て
い
る
生
徒
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
学
寮
に
、
新
入
寮
生
を
迎
え
た

4
月
6
日

入
学
式

新
島
記
念
講
堂
で
中
学
校
、
高
等
学
校
の
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
た

4
月
幻
・
訟
日

中
1
宿
泊
研
修

同
志
社
で
学
ぶ
意
味
や
建
学
の
精
神
な
ど
、

O
o
m
工
一
仂
工
》
コ
m
勺
0
刀
↓
 
9

設
訪
問
に
、
一
局
校
2
年
生
は
高
齢
者
福
祉
講
演

会
に
、
高
校
3
年
生
は
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
体

験
に
参
加
し
た



生
活
面
や
精
神
面
を
中
心
に
学
ぶ
宿
泊
研
修
を

同
志
社
琵
琶
湖
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
若
王
子
を
訪
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
雨
の
た
め
に
墓
参
は
中

止
と
な
っ
た
。

5
月
9
・
w
e

●
高
1
宿
泊
研
修

同
志
社
で
学
ぶ
意
味
や
建
学
の
精
神
な
ど
、

生
活
面
や
精
神
面
を
中
心
に
学
ぶ
宿
泊
研
修
を

実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
若
王
子
を

訪
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
雨
の
た
め
に
墓
参

は
中
止
と
な
っ
た
。

6
月
玲
日

中
学
遠
足

1
年
生
は
天
ケ
瀬
ダ
ム
と
平
等
院
を
め
ぐ
る

コ
ー
ス
、
 
2
年
生
は
京
都
嵯
峨
嵐
山
散
策
、
 
3

年
生
は
山
城
自
然
運
動
公
園
に
出
か
け
た

高
校
球
技
大
会
 
6
月
玲
日

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
あ
い
に
く
午

バ

後
か
ら
降
雨
が
激
し
く
な
り
、
午
前
中
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
た

香
里
中
高

捻
月
円
日

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
と
ア
フ
り
力
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

に
は
数
力
国
の
人
々
と
楽
し
く
交
流
し
た

始
業
式

1
月
8
日

月
器
S
釦
日

高
校
2
年
生
修
学
旅
行

1

訪
問
地
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
な
っ
て
2
年

目
シ
ド
ニ
ー
市
内
3
泊
と
郊
外
の
メ
ル
ー
で

の
1
泊
で
実
施
し
た
。
帰
国
の
際
に
、
新
燃
岳

噴
火
を
理
由
と
し
た
飛
行
機
会
社
の
都
合
で
、

後
発
隊
が
余
分
に
東
京
で
宿
泊
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
現
地
で
は
、
冬
の
日
本
と
違
う
真
夏
の

太
陽
の
下
、
自
然
を
大
い
に
満
喫
し
た
。

卒
業
式

高
等
学
校

3
月
均
日

中
学
校

一
局
校
生
3
0
9
人
、
中
学
生
2
5
7
人
の
卒

業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
た

ボ
ス
ト
ン
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
月
舗
日
S
4
月
4
日

ボ
ス
ト
ン
で
の
英
語
に
ょ
る
授
業
や
市
内
見

学
を
通
し
て
、
現
地
の
学
生
と
の
交
流
を
深
め

ナ

入
学
式

4
月
8
日

高
校
生
3
0
7
人
、
中
学
生
2
4
7
人
の
新
入

生
を
迎
え
た
。

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン4

月
円
・
即
日

高
校
1
年
生

4
月
討
S
器
日

中
学
1
年
生

高
校
1
年
生
は
、
近
江
八
幡
国
民
休
暇
村
で

宿
泊
し
、
カ
レ
ー
づ
く
り
に
い
そ
し
ん
だ
。
ま

た
中
学
1
年
生
は
湯
郷
温
泉
で
宿
泊
し
、
備
前

焼
体
験
・
運
動
会
を
通
し
て
友
達
づ
く
り
に
励

ん
だ
。鑑

会

中
学
3
年
生
狂
言

高
校
2
年
生
文
楽

高
校
1
年
生
新
劇

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

1
回
目

2
回
目

5
月
器
日

6
月
部
日

3
月
8
日

4
月
玲
日

6
月
器
日

6
月
器
日

2年生遠足



1
回
民
は
、
台
風
に
ょ
る
警
報
発
令
の
中
、

午
後
の
部
を
中
止
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
体

験
授
業
等
に
参
加
す
る
小
学
4
・
5
年
生
と
保

護
者
計
5
0
0
人
を
超
え
る
方
々
が
来
校
し
た

2
回
目
は
、
午
前
の
授
業
参
観
や
入
試
問
題
解

説
、
午
後
か
ら
の
施
設
見
学
や
ク
ラ
ブ
見
学
に

小
学
6
年
生
・
保
護
者
を
中
心
に
1
0
0
0
人

も
の
来
校
者
を
迎
え
た

小
学
校

n
月
円
日

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
劇

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
で
は
阿
南
孝
也
先
生
を
お

招
き
し
「
や
さ
し
さ
で
包
み
こ
む
」
と
題
し
た

説
教
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
や

6
年
生
の
劇
、
そ
し
て
聖
歌
隊
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
・

ク
ワ
イ
ア
に
ょ
る
演
奏
を
通
じ
て
、
主
イ
エ
ス

の
誕
生
を
心
か
ら
祝
う
日
と
な
っ
た

●
4
年
生
宿
泊
体
験
学
習
(
ス
キ
ー
合
宿
)

1
月
Π
S
即
日

4
年
生
は
石
川
県
一
里
野
高
原
で
ス
キ
ー
合

宿
を
行
っ
た
。
ス
キ
ー
が
上
達
し
た
こ
と
は
も

と
よ
り
、
仲
問
た
ち
と
生
活
を
と
も
に
し
、
様
々

な
場
面
で
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
大

き
な
成
果
で
あ
っ
た

1
年
生
と
同
志
社
幼
稚
園
と
の
交
流
会

1
月
部
日

同
志
社
幼
稚
園
年
長
ク
ラ
ス
の
み
な
さ
ん
と

1
年
生
が
、
同
志
社
小
学
校
で
交
流
会
を
行
っ

た
今
回
の
交
流
会
で
は
1
年
生
は
「
ど
う
し

し
ゃ
バ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
各
ク
ラ
ス

で
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
、
園
児
た
ち
に

喜
ん
で
も
ら
お
う
と
懸
命
に
企
画
運
営
を
行
っ

た
最
後
に
一
緒
に
給
食
を
食
べ
楽
し
い
交
流

会
と
な
っ
た
。

3
月
W
e

卒
業
式

第
2
回
の
卒
業
式
は
「
惜
し
ま
れ
る
6
年
生

に
な
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
頑
張
っ
て
き
た
6
年

生
に
相
応
し
い
頑
張
り
を
感
じ
た
卒
業
式
で
あ

つ
た
。
卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
教
職
員
一
同

祈
っ
て
い
る
。

入
学
式

4
月
9
日

今
年
度
も
目
を
き
ら
き
ら
輝
か
せ
た
新
入
生

が
卯
人
入
学
し
て
き
た
こ
の
新
入
生
と
過
こ

す
6
年
間
が
非
常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

O
o
m
工
一
仂
工
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
1

1年生から5年生によるぺージェント

スキー場での集合写真



成
さ
れ
た
号
に
わ
か
れ
、
自
己
紹
介
を
し
た
り
、

み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
し
て
親
睦
を
深
め
た

4
月
器
日

な
か
よ
し
遠
足

1
年
生
と
6
年
生
は
校
祖
墓
参
、
 
2
年
生
は

宝
ケ
池
か
ら
大
黒
天
山
へ
、
 
3
年
生
は
大
日
堂

将
軍
塚
方
面
へ
、
 
4
年
生
は
貴
船
・
鞍
馬
方
面

へ
、
そ
し
て
5
年
生
は
比
叡
山
へ
の
登
山
を
行

つ
大

5
月
加
日

花
の
日
礼
拝

入
学
お
め
で
と
う
の
会
・
ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ

4
月
器
日

1
結
団
式

6
年
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
が
粋
く
中
、
上
級
生

が
作
っ
た
花
道
を
通
っ
て
、
 
1
年
生
が
入
場
し

た
。
「
お
め
で
と
う
の
△
三
で
は
2
年
生
か
ら

6
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
、
小
学
校

の
生
活
を
紹
介
し
た
。
会
の
最
後
に
は
1
年
生

か
ら
お
礼
の
歌
の
発
表
が
あ
り
、
か
わ
い
い
振

り
付
け
に
上
級
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
引

き
続
き
行
わ
れ
た
ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ
ー
結
団
式

で
は
、
 
1
年
S
6
年
の
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
編

'
滞

.

花
の
日
礼
拝
で
一
人
ひ
と
り
が
持
ち
寄
っ
た

お
花
を
捧
げ
、
神
様
の
創
ら
れ
た
自
然
の
恵
み

に
感
謝
す
る
礼
拝
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
お
伊

話
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

仏
え
た

国
際
学
院

初
等
部
入
学
式

4
月
4
日

同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
は
4
月
に
開
校
し
、

同
志
社
諸
学
校
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加

わ
っ
た
入
学
式
に
は
、
 
1
3
8
人
(
1
年
生

郭
人
 
2
年
生
認
人
、
 
3
年
生
U
人
)
の
子
ど

も
た
ち
を
迎
え
、
 
D
1
A
の
ま
っ
さ
ら
な
校
舎

に
新
た
な
息
吹
が
吹
き
込
ま
れ
た
。

5
月
9
日

図
向
館
開
館

国
際
学
院
の
中
心
と
も
言
え
る
図
書
館
が
開

館
し
た
。
蔵
書
の
整
理
等
の
遅
れ
か
ら
、
待
ち

に
待
っ
た
図
書
館
の
開
館
と
な
っ
た
。
和
書
約

8
千
冊
、
洋
圭
圏
約
千
冊
で
の
ス
タ
ー
ト
。
巖
終

的
に
は
3
万
冊
の
蔵
書
を
予
定
し
て
い
る
。
本

や
図
書
館
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

こ
と
が
大
き
な
目
標
の
一
つ
で
あ
る
本
校
に
と

つ
て
、
毎
日
本
を
読
ん
だ
り
、
貸
し
出
し
た
り

す
る
た
め
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
図
書
館
に

入
っ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
う
れ
し
い

1

キ
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゛

峰
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1年生が用意したいろいろなコーナーを回る
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花の日礼拝で花を捧げる子どもたち
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限
り
で
あ
る
ま
た
、
夏
休
み
明
け
に
は
国
際

部
の
開
校
に
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
堂
田
が
2
千

冊
増
え
る
予
定
で
あ
る
。

校
外
学
習

初
等
部
の
特
徴
の
一
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
が

積
極
的
に
校
外
へ
出
か
け
、
本
物
を
見
た
り
触

れ
た
り
す
る
機
会
を
多
く
も
つ
こ
と
で
あ
る

各
学
年
と
も
「
探
究
」
と
呼
ぱ
れ
る
授
業
の
単

兀
こ
と
に
校
外
学
習
に
で
か
け
て
い
る
 
3
年

生
は
福
寿
園
C
H
A
研
究
所
に
出
か
け
お
茶
の

栽
培
か
ら
生
産
に
つ
い
て
学
ぴ
、
 
2
年
生
は
山

城
町
森
林
公
園
で
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
を

見
学
し
、
 
1
年
生
は
公
共
心
を
学
ぶ
た
め
に
J

R
祝
園
駅
や
木
津
川
市
立
鼎
館
へ
と
出
か
け

た
。

水
泳
教
室

5
月
N
e
S
7
月
8
日

校
内
に
プ
ー
ル
が
な
い
国
際
学
院
で
は
、
近

隣
の
ユ
ニ
チ
カ
ス
ィ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
水
泳
教

室
を
実
施
し
て
い
る
学
年
こ
と
に
ク
ラ
ブ
の

ス
で
プ
ー
ル
に
向
か
い
、
泳
力
に
応
じ
た
3

バつ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ

の
指
導
を
受
け
た
顔
に
水
を
か
け
る
こ
と
か

ら
始
め
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
あ
る
程
度
泳
ぎ
の

で
き
る
子
ど
も
た
ち
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
水
泳

教
室
を
楽
し
ん
だ

●
特
別
礼
拝

宗
教
教
育
強
調
週
間
で
あ
る
こ
の
週
に
、
 
2

つ
の
特
別
礼
拝
を
行
っ
た
。
舒
日
に
は
、
同
志

社
国
際
中
学
校
・
一
局
等
学
校
の
岸
本
兵
一
先
生

を
迎
え
、
ウ
ク
レ
レ
や
バ
ン
ジ
ョ
ー
の
演
奏
、

歌
、
腹
話
術
、
ま
た
、
新
島
先
生
が
使
わ
れ
た

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
メ
ー
カ
ー
ま
で
登
場
す
る
、

約
1
時
問
に
及
ぶ
礼
拝
の
時
問
を
も
っ
た
ふ

だ
ん
と
は
一
味
違
っ
た
礼
拝
に
、
子
ど
も
た
ち

は
と
て
も
喜
ん
で
参
加
し
て
い
た
。

羽
日
に
は
、
向
島
に
あ
る
愛
隣
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
所
長
の
平
田
義
先
生
を
迎
え
、
人

権
教
育
と
も
関
連
し
て
、
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、

み
ん
な
い
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
て
い

た
だ
い
た
。
こ
の
お
話
を
受
け
て
3
年
1
組
の

児
童
が
近
隣
の
相
楽
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
、
施
設
の
方
々
と
交
流
を
行
っ
た

体
と
な
り
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い
し

1
月
巧
日

ぬ
く
も
り
の
家
完
成

園
庭
に
小
型
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
た

未
就
園
児
ク
ラ
ス
で
の
活
用
や
、
教
員
と
少
人

数
の
園
児
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
関
わ
り
を
持
ち
、

笑
顔
が
溢
れ
る
居
場
所
と
し
て
活
用
す
る
予
定

で
あ
る
。

幼
稚
園

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会

n
月
Π
日

寒
梅
館
に
て
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

祝
会
で
は
、
年
長
組
の
ぺ
ー
、
シ
エ
ン
ト
降
断

に
、
年
中
組
が
聖
歌
隊
と
し
て
参
加
し
、
た
く

さ
ん
の
讃
美
歌
を
歌
っ
た
。
ま
た
祝
会
で
は
、

年
中
・
年
長
組
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
会
衆
の

方
か
ら
手
拍
子
、
拍
手
を
い
た
だ
い
て
、
会
場

6
月
町
、
羽
日

>

ケ

O
o
m
工
一
仂
工
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
3

同
志
社
小
学
校
と
の
交
流
会
 
1
月
舗
日

同
志
社
小
学
校
を
年
長
組
が
訪
問
し
、
小
学

生
の
歌
を
聴
き
、
ペ
ア
に
な
っ
た
1
年
生
に
ゲ

ー
ム
を
通
し
て
学
内
を
案
内
し
て
も
ら
う
等

一
需
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
初
め
て
の
給
食 ぬくもりの家

たが
0



を
一
緒
に
味
わ
っ
た

圓
外
保
育
(
伏
見
稲
荷
大
社
)
 
1
月
器
日

体
力
作
り
を
日
的
に
毎
朝
速
歩
の
積
み
重
ね

を
行
っ
て
き
た
総
ま
と
め
と
し
て
、
全
園
児
で

京
阪
電
車
に
乗
り
伏
見
稲
荷
大
社
へ
行
っ
た

た
く
さ
ん
の
鳥
居
に
驚
き
な
が
ら
、
元
気
に
速

歩
で
山
の
斜
面
を
登
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

●
伝
統
芸
能
鑑
「
南
京
玉
す
だ
れ
一

2
月
2
日

「
南
京
玉
す
だ
れ
」
を
全
園
児
で
楽
し
ん
だ

威
勢
の
あ
る
掛
け
声
と
共
に
、
す
だ
れ
が
色
々

な
形
に
変
化
す
る
と
園
児
達
か
ら
大
歓
声
が
あ

が
つ
た
。

3
月
3
日

卒
園
礼
拝

年
長
児
の
卒
園
を
尋
t
て
大
学
神
学
館
礼

拝
堂
に
て
、
礼
拝
を
厳
か
に
行
っ
た

マ
ラ
ソ
ン
大
会

3
月
5
日

毎
朝
、
全
園
児
が
園
庭
で
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施

し
て
体
力
向
上
を
目
指
し
て
き
た
総
仕
上
げ
と

し
て
行
っ
た
。
保
護
者
の
声
援
の
巾
、
鴨
川
の

河
川
敷
を
力
一
杯
走
っ
た
。
普
段
以
上
に
頑
張

つ
て
走
る
園
児
の
姿
に
、
保
護
者
の
応
援
の
声

も
一
段
と
大
き
く
な
っ
た
。

卒
園
お
茶
会
(
年
長
組
)

3
月
7
日

年
長
児
が
、
卒
園
犀
一
と
し
て
、
 
1
年
間
の

茶
遭
稽
古
の
成
果
を
保
護
者
に
披
欝
し
た
。

一
一

3
月
玲
日

卒
園
式

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
本
園
ホ
ー
ル

で
、
在
園
児
、
保
護
者
、
教
員
が
共
に
、
年
長

児
の
卒
園
を
お
祝
い
し
た
。
卒
園
児
の
答
辞
と

歌
声
が
力
強
く
轡
き
渡
り
、
誇
ら
し
げ
な
顔
の

即
人
が
卒
園
璽
白
を
胸
に
巣
立
っ
た
。

4
月
Ⅱ
日

●
入
園
式

保
護
省
に
手
を
引
か
れ
て
、
新
入
園
児
釦
人

が
入
園
し
た
在
園
児
と
の
歌
や
触
れ
合
い
ダ

ン
ス
で
表
情
も
和
ら
ぎ
、
新
し
い
園
児
の
入
園

を
お
祝
い
し
た

同
志
社
小
学
校
と
の
交
流
会
 
5
月
討
日

同
志
社
小
学
校
の
4
年
生
が
来
圍
。
全
員
で

讃
美
歌
を
歌
っ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

小
学
生
が
考
案
し
た
ゲ
ー
ム
・
鬼
こ
っ
こ
な
ど

を
楽
し
む
交
流
を
持
っ
た
優
し
く
語
り
か
け

る
小
学
生
に
、
嬉
し
そ
う
に
頡
く
園
児
達
の
表

情
が
見
ら
れ
た
。

末
就
園
児
教
室

(
4
月
舗
日
S
7
月
巧
日
、
計
訟
回
実
施
)

ー^
'、

マラソン大会

卒園茶会



地
域
の
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
乳
児

か
ら
就
園
前
の
親
子
を
対
象
と
し
た
教
室
を
開

い
て
い
る
。
教
員
と
共
に
、
紙
芝
居
や
親
子
触

れ
あ
い
遊
ぴ
等
を
し
て
園
で
過
こ
す
時
問
を
持

つ
た
。
幼
碓
園
は
子
育
て
の
悩
み
等
を
聞
く
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
い
る
。

●
春
の
遠
足
(
年
中
・
年
長
組
)
 
5
月
引
日

年
中
・
年
長
組
の
園
児
が
叡
山
電
車
に
乗
っ

て
宝
ケ
池
子
ど
も
の
楽
園
を
訪
れ
た
爽
や
か

な
晴
天
の
中
、
芝
生
の
上
で
お
弁
当
を
食
べ
、

長
い
す
べ
り
台
を
滑
っ
た
り
、
迷
路
を
楽
し
み

身
体
も
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
帰
途
に
つ
い
た

春
の
遠
足
(
年
少
組
)

6
月
3
日

雨
天
延
期
の
た
め
、
遠
足
の
場
所
を
府
立
植

物
園
か
ら
京
都
御
所
に
変
吏
し
た
蝶
々
を
追

い
か
け
た
り
、
木
の
・
笑
を
拾
っ
た
り
と
、
年
小
ノ

児
た
ち
は
芝
生
広
場
で
初
め
て
の
遠
足
を
楽
し

ん
だ

6
月
科
日

花
の
日
礼
拝

園
児
が
家
か
ら
花
を
持
参
し
、
美
し
い
花
を

与
え
て
下
さ
っ
た
神
様
に
感
謝
す
る
礼
拝
を
行

つ
た
。
園
児
逹
が
、
地
域
の
方
や
ψ
丙
の
事
務

室
を
訪
問
し
、
花
束
と
共
に
日
頃
尿
謝
の
気

持
ち
を
届
け
た

O
o
m
工
一
m
l
>
刀
m
で
0
刀
一
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